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振モー ドの導入により,切 開に加え,病 変の凝固,











Σ(パ ナ ソニ ック四 国)を 用 い,パ ル ス 幅
600μsec,休止時間6msec,スポ ットサイズ直径
1.5mm,ピークパ ワー2.5W～7.5W,照射時間10
～40秒の組み合 わせで,雄 性Wistarラッ ト背部
皮膚 にレーザー照射を行った。照射1,3,5,7日
後 に皮膚を採取 し,固定後,パ ラフィンに包埋 し,
切片を作製 した。照射後の組織変化と修復過程 を
検討するためにH-E染色,マ ッソン・トリクロー
ム染色を施 した。壊死範囲の識別 とその深 さ計測
のために,ス トレスタンパク質Hsp70免疫染色 を
行った。
　 ピークパ ワー2.5W照射1日 後では,表 皮 が凝
固壊死に陥り,真皮表層でコラーゲン変性が観察
されたが,深 部では組織変化は明らかでなかった。
5.OW照射群 では,コ ラーゲ ン変性領域が拡大 し,
239
一部(20秒照射)で は表面組織での水分沸騰,組









てピークパ ワーを高めると,そ れに応 じて深度が













になり結果的に治癒の遅れをもた らす ことが明 ら
かになった。従って,臨 床応用に当たっては,治




がな された。1)凝 固モー ド炭酸ガスレーザーの
生物学的特徴,2)Hsp70免疫染色結果 を壊死範








られ,申 請者 は学位授与に値す ると判定 した。
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